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日本ハムファイターズに入団した中村渉投手
町長に抱負を語る

３月６日（日）午前８時観閲

－栄町通り－



平
成
17
年
表
彰
式
が
１
月
４
日

町
立
公
民
館
で
行
わ
れ、

各
分
野

で
長
年
に
わ
た
り
尽
力
し
た
功
労

者
８
人
と
善
行
者
16
人
が、

五
戸

町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
表
彰
さ
れ

ま
し
た。

三
浦
町
長
が
受
章
者
一

人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
る
と、

受
章
者
を
代
表
し
て

佐
々
木
秀
雄
さ
ん
が「

輝
か
し
い

町
の
発
展
の
た
め
に
一
層
の
努
力

を
し
ま
す」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た。

受章者の皆さん、おめでとうございます

功

労

章

大　

西　

幾　

美
（
67
歳
）

下
大
町

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て

社
会
体
育
の
推
進
に
貢
献

今　

川　

善　

男
（
61
歳
）

石
沢

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し

て
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

大　

澤　

公　

彌
（
61
歳
）

追
分

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
本
部
付
分
団
長

等
と
し
て
消
防
行
政
の
向
上
に
貢
献

赤　

坂　

喜
八
郎
（
72
歳
）

石
沢

多
年
に
わ
た
り
、
倉
石
村
消
防
団
副
団
長

等
と
し
て
消
防
行
政
の
向
上
に
貢
献

中　

里　

壽　

孝
（
72
歳
）

上
市
川

多
年
に
わ
た
り
、
土
地
改
良
区
理
事
長
等

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

本　

田　

昭　

雄
（
61
歳
）

又
重

多
年
に
わ
た
り
、
自
衛
隊
員
と
し
て
危
険

業
務
に
従
事
し
国
の
安
全
確
保
に
貢
献

赤　

坂　

周　

一
（
68
歳
）

石
沢

多
年
に
わ
た
り
、
倉
石
村
消
防
団
団
長
等
と
し

て
消
防
行
政
の
向
上
に
貢
献
、
ま
た
五
戸
町
議

会
議
員
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献

三　

浦　

孝　

一
（
71
歳
）

中
市

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
更
生
保

護
の
増
進
に
尽
力
、
ま
た
人
権
擁
護
推
進

委
員
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献

佐
々
木　

秀　

雄
（
78
歳
）舘
多
年
に
わ
た
り
、
司
法
書
士
と
し
て
法
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
、
ま
た
行
政

相
談
委
員
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献

善

行

章

氏　
　
　

名

功　
　
　
　
　
　
　
　

績

氏　
　
　

名

功　
　
　
　
　
　
　
　

績

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

赤　

坂　

進　

敏
（
75
歳
）

又
重

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し

て
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

梅　

津　

正　

人
（
85
歳
）

中
市

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し

て
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

川　

崎　

十
四
三
（
79
歳
）

大
渡
道
ノ
下
モ

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し

て
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

野　

村　

み　

わ
（
56
歳
）

虫
追
塚
前

多
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し

て
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

小　

渡　

正　

治
（
77
歳
）

中
市

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

　
　

村　

道　

雄
（
69
歳
）

石
沢

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

荒
屋
敷　

悦　

子
（
64
歳
）

中
市

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

石　

渡　

幹　

郎
（
66
歳
）

扇
田

多
年
に
わ
た
り
、
町
図
書
館
に
多
額
の
図

書
を
寄
贈

中　

里　

耕　

治
（
71
歳
）

北
海
道
旭
川
市

上
市
川
小
学
校
に
多
額
の
児
童
図
書
等
を

寄
贈

大　

釜　

み　

つ
（
71
歳
）

市
川
道
十
文
字

多
年
に
わ
た
り
、
保
健
協
力
員
と
し
て
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
と
衛
生
思
想
普

及
高
揚
に
貢
献

柏　

村　

つ　

よ
（
66
歳
）

二
本
柳

多
年
に
わ
た
り
、
保
健
協
力
員
と
し
て
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
と
衛
生
思
想
普

及
高
揚
に
貢
献

　
　

橋　

弘　

子
（
64
歳
）

鍛
冶
屋
窪

多
年
に
わ
た
り
、
保
健
協
力
員
と
し
て
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
と
衛
生
思
想
普

及
高
揚
に
貢
献

田　

中　

祝　

子
（
56
歳
）

苗
代
沢

多
年
に
わ
た
り
、
保
健
協
力
員
と
し
て
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
と
衛
生
思
想
普

及
高
揚
に
貢
献

向　

山　

り　

つ
（
54
歳
）

愛
宕
後

多
年
に
わ
た
り
、
保
健
協
力
員
と
し
て
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
と
衛
生
思
想
普

及
高
揚
に
貢
献

川　

村　

京　

子
（
49
歳
）

鹿
内
下
モ

多
年
に
わ
た
り
、
保
健
協
力
員
と
し
て
地

域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
と
衛
生
思
想
普

及
高
揚
に
貢
献

氏　
　
　

名

功　
　
　
　
　
　
　
　

績



�

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は
、

新
た
な
希
望
を
胸
に
新
年
を
迎
え

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
何
と
い
っ
て
も
一
番
に
挙
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
倉
石

村
と
の
町
村
合
併
で
あ
り
ま
す
。

五
戸
町
に
と
っ
て
は
四
十
数
年
ぶ

り
、
倉
石
村
に
と
っ
て
は
実
に
百

十
数
年
ぶ
り
の
合
併
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会

え
た
一
人
と
し
て
感
慨
無
量
の
も

の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
の
７
月

１
日
の
商
店
街
に
お
け
る
合
併
イ

ベ
ン
ト
の
２
０
０
０
人
を
超
え
る

人
出
を
見
た
と
き
の
興
奮
は
、
今

で
も
私
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
お

り
ま
す
。
何
か
ひ
と
つ
肩
の
荷
が

下
り
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た

が
、
私
が
い
つ
も
言
う
よ
う
に
合

併
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
正
念

場
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
台
風
の
日
本
襲
来
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
当
地
方
は

比
較
的
被
害
が
少
な
く
、
ま
た
好

天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
産

物
が
全
般
的
に
豊
作
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
に
は

価
格
の
低
迷
な
ど
が
あ
り
、
ま
た

酉
の
字
は
酒
を
入
れ
る
容
器
が

由
来
の
象
形
文
字
で
、
果
実
が
熟

成
の
極
限
に
達
し
た
状
態
を
意
味

し
ま
す
。

酉
年
生
ま
れ
の
人
は
、
親
切
で

世
話
好
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
酉
年
の
出
来
事

・
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

第
二
次
世
界
大
戦
終
結

・
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）

世
界
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

南
極
に
昭
和
基
地
建
設

・
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）

東
大
安
田
講
堂
事
件

人
類
初
の
月
面
着
陸

「
水
戸
黄
門
」
放
映
開
始

・
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）

福
井
謙
一
博
士
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞

な
め
ね
こ
ブ
ー
ム

「
ル
ビ
ー
の
指
輪
」
大
ヒ
ッ
ト

・
平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

皇
太
子
様
、
雅
子
様
ご
成
婚

米
不
足
で
タ
イ
米
緊
急
輸
入

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
開
通

Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

水
稲
は
米
政
策
大
綱
に
よ
り
、
消

費
が
伴
わ
な
い
地
域
は
次
年
度
の

生
産
調
整
に
は
ね
返
る
と
い
う
こ

と
で
、
豊
作
だ
か
ら
と
い
っ
て
喜

ん
で
い
ら
れ
な
い
農
業
の
厳
し
さ

を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
商
工
業
に
お
い
て
は
、

中
央
の
景
気
回
復
基
調
に
あ
る
と

の
声
と
は
裏
腹
に
、
地
方
で
は
一

層
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
感
さ
え

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
五
戸
町
で
あ
り

ま
す
が
、
豊
間
内
の
ほ
場
整
備
を

核
と
し
た
総
合
整
備
事
業
、
ひ
ば

り
野
住
宅
団
地
建
て
替
え
事
業
、

そ
し
て
桜
沼
の
整
備
事
業
な
ど
、

着
実
に
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
示

し
た
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
着

手
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
あ
え

て
こ
こ
か
ら
が
正
念
場
だ
と
言
っ

た
の
に
は
わ
け
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
こ
の
１
年
で
地
方
の
自
治

体
の
財
政
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
国

の
財
政
難
か
ら
こ
こ
数
年
に
お
い

て
も
減
額
が
続
い
て
き
た
地
方
交

付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
が

昨
年
、
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
か
ら

で
あ
り
ま
す
。さ
す
が
に
昨
年
は
、

我
々
市
町
村
を
含
む
地
方
６
団
体

が
国
に
対
し
強
く
抗
議
行
動
を
起

こ
し
、
そ
の
結
果
、
平
成
17
年
度

の
地
方
交
付
税
は
ほ
ぼ
本
年
度
並

み
を
確
保
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
本
来
は
平
成
15
年
度
以
前
の

水
準
以
上
に
戻
し
て
頂
か
な
け
れ

ば
、
地
方
の
市
町
村
財
政
は
健
全

な
運
営
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。合

併
に
よ
る
経
費
削
減
効
果

は
、
一
気
に
は
出
て
ま
い
り
ま
せ

ん
。
最
大
限
の
効
果
が
出
る
時
期

は
、
五
戸
町
で
は
５
年
後
で
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
間
は

大
変
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
併
ま

ち
づ
く
り
計
画
は
歩
み
が
若
干
ス

ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
一
歩
一
歩
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
行
財
政
改
革
を
強
力

に
進
め
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す

の
で
、
御
協
力
御
理
解
を
切
に
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
町
民
の
皆
様
方
の
御
多

幸
御
活
躍
を
お
祈
り
し
て
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



特 別 会 計

病 院 事 業 会 計

一 般 会 計  　  　 　 ※（　）は予算執行率

歳入歳出予算額 　  96 億2,296万円

町　債
11億6,360万円

（0.0％）

平
成
16
年
度
予
算
状
況
　
９
月
30
日
現
在

民  生  費
17億8,910万円

（51.1％）

衛  生  費
16億7,036万円

（42.4％）

土木費
6億9,366万円

（34.3％）

公  債  費
19億3,015万円

（42.8％）

教  育  費
9億6,753万円
（41.9％）

総  務  費
12億289万円
（43.9％）

消防費　3億6,267万円（37.7％）

その他　2億923万円（45.5％）

歳 　 出
（41.6％）

農林水産業費
7億9,737万円
（18.6％）

予 算 現 額

1人当たりが納める
町 の 税 金

57,591円

1人当たりに使われ
る 町 の お 金

447,621円

1 世 帯 当 た り が
納 め る 町 の 税 金

179,590円

1 世 帯 当 た り に
使 わ れ る 町 の お 金
1,395,845円

地方交付税
36億7,499万円

（60.9％）

その他
6億9,901万円
（43.5％）

歳 　 入
（46.9％）

町　　税
12億3,810万円

（70.3％）

県支出金
6億8,174万円

（7.4％）

分担金・負担金　1億8,822万円（34.4％）
国庫支出金
4億7,530万円（17.0％）

繰  入  金
15億200万円
（60.1％）

　　　  一般会計

81億7,879万円   

病院事業会計

　　　　　　  59億3,545万円

下水道事業特別会計
　　　　　　　　　　　　22億5,472万円

公 債 費
（借入金残高）
（15年度末現在）

総 　 額
163億6,896万円

予算額 25億9,446万円

歳入　　　 　　　42.0％

歳出　　　 　　　40.8％

予算額 23億5,545万円

歳入　　　 　　　39.6％

歳出　　　 　　　43.4％

予算額 15億9,002万円

歳入　　　 　　　53.7％

歳出　　　 　　　39.9％

予算額 16億2,493万円

歳入　　　 　　　24.6％

歳出　　　 　　　17.5％

収入予算額　50.9％　29億5,058万円

支出予算額　42.9％　31億3,583万円

収入予算額　87.1％　31億6,264万円

支出予算額　50.9％　32億2,710万円

予算額 13億1,577万円

歳入　　　 　　　24.7％

歳出　　　 　　　27.2％

予算額 7,625万円

老
人
保
健

健
康
保
険

国
　
　
民

施
　
設
　
事
　
業

農
業
集
落
排
水
処
理

歳入　　　 　　　57.1％

歳出　　　 　　　31.7％

簡
易
水
道
事
業

健
診
セ
ン
タ
ー

予算額 11億1,773万円

歳入　　　 　　　21.9％

歳出　　　 　　　26.3％

直

診

勘

定

国
民
健
康
保
険

予算額 13億4,669万円

歳入　　　 　　　20.5％

歳出　　　 　　　10.9％

介
護
保
険

下
水
道
事
業

収
益
的

資
本
的

※収益的収入・支出とは営業的な経費のこと。
※資本的収入・支出とは建物の建設費などのこと。

平成16年9月30日現在　人口21,498人　世帯数6,894世帯



町 の 財 産（平成15年度末現在）

一般会計
歳　　入

一般会計
歳　　出

平
成
15
年
度
決
算
状
況

歳 入 合 計
70億3,040万円

歳 出 合 計
69億3,301万円

歳入歳出差引額
9,738万円

－ ＝

地方交付税
30億4,791万円

（43.4％）

民  生  費
13億504万円
（18.8％）

公  債  費
8億9,539万円
（12.9％）

土木費
4億8,965万円

（7.1％）

衛  生  費
13億9,586万円

（20.1％）

教  育  費
8億935万円
（11.7％）

総  務  費
12億5,265万円

（18.1％）

消防費　2億5,262万円（3.6％）

その他　1億9,615万円（2.8％）

自主財源
18億7,479万円

　 　　（26.6％）

依 存 財 源
51億5,561万円

　　　　　　（73.4％）

目 的 別 の 使 途

69億3,301万円

町　　税
11億9,125万円

（16.9％）

その他
4億3,134万円（6.1％）

　 分担金・負担金　2億5,220万円（3.6％）

国・県支出金
8億2,073万円
（11.7％）

町　　債
9億2,450万円
（13.1％）

3億6,247万円（5.2％）

その他

特 別 会 計

老
人
保
健

健
康
保
険

国
　
　
民

歳入　21億5,145万円

歳出　21億4,974万円

歳入　20億7,162万円

歳出　20億6,262万円

介
護
保
険

下
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

歳入　13億6,231万円

歳出　13億5,906万円

病 院 事 業 会 計

収

益

的

資

本

的

収入　30億6,957万円

支出　29億7,185万円

収入　11億5,131万円

支出　12億1,631万円

農林水産業費
3億3,630万円（4.9％）

歳入　4億8,405万円

歳出　4億7,234万円

歳入　476万円

歳出　419万円

町民1人当たりに使われたお金
384,292円

（1世帯当たりでは　1,197,618円）

77,371円

72,337円

69,434円

49,631円

44,862円

27,141円

18,641円

1,980円

22,895円

衛　　生　　費

民　　生　　費

総　　務　　費

公　　債　　費

教　　育　　費

土　　木　　費

農林水産業費

災 害 復 旧 費

そ　　の　　他

町民1人当たりが納めたお金
66,030円

（1世帯当たりでは　205,778円）

34,871円

24,046円

5,183円

1,930円

固 定 資 産 税

町　　民　　税

た ば こ 税

軽 自 動 車 税

土　　　　地� 2,237,188㎡

建　　　　物� 82,615㎡

有価証券、出資金、債権� 9億9,615万円

財政調整基金� 5,959万円

減 債 基 金� 8,383万円

土地開発基金（土地含）� 2億5,547万円

公共施設等整備基金� 6,277万円

地域福祉基金� 2億3,123万円

その他の基金� 5,283万円

財政調整基金� 66万円
高額療養費貸付基金� 308万円

下水道事業整備基金� 3,821万円

介護保険給付費準備基金� 21円

土　　　　地� 2,650㎡
建　　　　物� 181㎡

　町条例により、平成16年度の財政状況を公表し、併せて平成15年度の決算の状況をお知らせします。
　平成16年度の一般会計予算は、９月30日現在で、96億2,295万円で、予算の執行率は歳入で46．9％、歳出で41．6％となっています。
　平成15年度の一般会計決算状況は、歳入70億3,040万円、歳出69億3,301万円で、歳入歳出差引額は9,738万円となりました。
　それぞれの詳細については次のとおりです。

一 般 会 計 国民健康保険特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

平成16年3月31日現在　人口18,041人　世帯数5,789世帯

※収益的収入・支出とは営業的な経費のこと。
※資本的収入・支出とは建物の建設費などのこと。



�

●12月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,454

（ 4,697） 
2,839

（ 2,954） 
39,182

（41,427） 
28,271

（26,634） 

674

（ 729） 
532

（ 651） 

1,620

（ 2,308） 

6,257

（ 6,619） 
4,760

（ 5,082） 
4,480

（ 6,170） 

1,044

（ 1,109） 
42

（ 39） 
219

（ 224） 
9,544

（ 9,991） 
297

（ 354） 

446

（ 138） 
62

（ 0） 
 2,498

（ 1,243） 
289

（ 0） 

721

（ 643） 
0

（ 0） 
5,926

（ 6,103） 
0

（ 0） 

1,961

（ 2,006） 
432

（ 823） 
18,217

（18,850） 
5,810

（ 5,121） 

703

（ 673） 
480

（ 687） 
6,414

（ 6,157） 
5,344

（ 5,877） 

皮膚科 
184

（ 222） 
0

（ 0） 
2,026

（ 2,408） 
0

（ 0） 

10,709

（ 10,753） 
4,606

（ 5,378） 
94,824

（ 97,880） 
46,111

（ 46,464） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

522

（ 536） 

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 

科
　
長 

矢
田
部
宏
一 

副
医
長 

對
馬
　
清
人 

副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 

三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

大
村
　
範
幸 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

丸
屋
信
一
郎 

袴
田
真
理
子 

佐
々
木
　
亮 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日
の
午
後 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 地

域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院

�

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



寸劇で注意を呼びかける五戸署員

�

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

藤
村
　
ナ
ヲ

（
鍛
冶
屋
窪
）

橘
　
ミ
ネ
子

（
北
市
川
）

田
代
十
志
男

（
上
市
川
）

原
　
は
つ
ゑ

（
上
市
川
）

a
嶋
　
春
松

（
野
　
月
）

類
家
　
清
美

（
菖
蒲
川
）

a
谷
　
ト
ヨ

（
上
大
町
）

五ご

蘊う
ん

書
道
会
（
佐
々
木
政
司

会
長
）
主
催
の
第
16
回
新
春
書
き

初
め
大
会
が
１
月
３
日
、
町
立
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
20
人
が

参
加
。「
正
月
七
草
」
な
ど
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

川
原
町
青
年
団
（
石
田

隆
彦
団
長
）
の
裸
参
り
が

１
月
１
日
に
行
わ
れ
、
参

加
し
た
団
員
と
五
戸
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
の
約
30
人
が
、

今
年
１
年
の
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。
雪
が
降

り
し
き
る
な
か
、
午
前
０
時
に
川
原
町
自
治
会
館
を
出
発

し
た
一
行
は
、
約
６
キ
ロ
の
道
の
り
で
五
戸
三
社
を
参
拝
。

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
勇
ま
し
い
掛
け
声
が
年

越
し
の
夜
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

五
戸
警
察
署
（
楠
美
繁
俊
署
長
）
で
は
、

寸
劇
を
通
じ
て
多
発
す
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」

へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
寸
劇
は
、

同
署
員
３
人
が
脚
本
か
ら
出
演
ま
で
す
べ
て

手
作
り
で
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
研

修
会
な
ど
で
披
露
。
巧
妙
な
詐
欺
の
手
口
を

実
演
し
、

・
疑
問
は
口
に
出
し
て
聞
く
。

・
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
冷
静
に
な
る
。

・
一
人
で
悩
ま
ず
誰
か
に
相
談
す
る
。

な
ど
対
処
法
を
解
説
し
ま
し
た
。

厳寒のなか八幡宮を参拝する一行

元気いっぱいに書けました

劇団 が



�

同
　
所
　
　
　

37

田
　
　
　
１
３
５
８
㎡

大
字
上
市
川
字
下
谷
地
34
│

１

田
　
　

１
６
９
５
㎡

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
２
月
18
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
３
２

●
願
書
受
付
期
間

・
新
入
生

平
成
17
年
２
月
28
日（
月
）か
ら

平
成
17
年
４
月
１
日（
金
）ま
で

・
転
編
入
生

平
成
17
年
２
月
28
日（
月
）か
ら

平
成
17
年
３
月
18
日（
金
）ま
で

●
説
明
会
日
時
お
よ
び
場
所

・
平
成
17
年
２
月
24
日（
木
）

午
後
３
時
か
ら

・
北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分
室

（
八
戸
中
央
高
校
内
）

※
説
明
会
参
加
希
望
者
は
左
記
へ

連
絡
願
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分
室

℡
22
│

２
０
３
９

平
成
17
年
２
月
17
日
を
も
っ
て

仙
台
入
国
管
理
局
青
森
港
出
張
所

お
よ
び
同
八
戸
港
出
張
所
が
廃
止

さ
れ
、「
青
森
出
張
所
」
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
八
戸
港
出
張
所
の
業

務
は
２
月
16
日
で
終
了
と
な
り
、

そ
の
後
は
「
青
森
出
張
所
」
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

「
青
森
出
張
所
」
の
所
在
地
お
よ

●
雇
用
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

・
児
童
に
関
わ
る
有
資
格
者
（
教

員
・
保
育
士
な
ど
）

時
給
　
８
０
０
円

・
そ
の
他

時
給
　
６
５
０
円

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

申
し
込
み
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
２
月
25
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
・
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
履
歴
書
は
役
場
福
祉

課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
２
５
２

大
字
上
市
川
字
中
平
２
│

１

田
　
　
　
　
５
１
１
㎡

同
　
所
　
　
　
　
２
│

３

田
　
　
　
　
１
２
８
㎡

同
　
所
　
　
　

34

田
　
　
　
１
３
２
５
㎡

●
採
用
予
定
人
員

11
人

●
採
用
基
準

町
内
在
住
者
で
お
お
む
ね
50
歳

ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
者

※
一
定
の
免
許
や
特
定
の
資
格
は

必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
勤

務

先

・
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

（
五
戸
小
学
校
）

・
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

（
上
市
川
小
学
校
）

・
石
沢
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
石
沢
駒
踊
伝
承
館
）

・
中
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
中
市
児
童
館
）

・
又
重
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
旧
又
重
幼
稚
園
）

●
勤
務
時
間

・
月
〜
金

午
後
２
時（
授
業
終
了
後
）か
ら

午
後
６
時
ま
で

・
土
・
長
期
休
業

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
日
曜
日
・
祝
日
・
祭
日
・
お

盆
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
み
）

※
勤
務
日
に
つ
い
て
は
交
代
制
と

な
り
ま
す
。

び
電
話
番
号
は
、
現
青
森
港
出
張

所
と
同
じ
で
次
の
と
お
り
で
す
。

〒
０
３
０
│

０
８
６
１

青
森
市
長
島
１
丁
目
３
│

５

青
森
第
二
合
同
庁
舎
内

℡
０
１
７
│

７
７
７
│

２
９
３
９

●
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

℡
０
２
２
│

２
５
６
│

６
０
７
６

◇確定申告は自分で書いて郵送で、期限内に納付を！
個人の申告と納税の期間は次のとおりです。
○申　告　所　得　税 ２月16日（水）～３月15日（火）
○消費税および地方消費税 ２月16日（水）～３月31日（木）
○贈　　　　与　　　　税 ２月１日（火）～３月15日（火）
◇納税は安心で便利な口座振替で
今年の振替日は次のとおりです。
○申　告　所　得　税 ４月19日（火）
○消費税および地方消費税 ４月26日（火）

※新規に利用する方は「預貯金口座振替依頼書」に必要事
項を記入し、預貯金通帳に使用している印鑑を押印のう
え、税務署または金融機関に提出してください。

◇還付される税金の受取場所欄は、必ず申告者本人の預貯
金通帳で確認を！
振込み不能で支払いが遅れます。銀行支店名・預金種
類・口座番号が正しく記載されているか、必ず確認して
ください。
問い合わせ先 八戸税務署　℡４３ －０１４２

・

・
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●
応
募
資
格

満
20
歳
以
上
の
方
（
総
務
省
お

よ
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務

経
験
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
を

除
く)

●
活
動
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
２
回
）

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●
委
嘱
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
●
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ)

、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
希
望
す
る
理
由
、
モ
ニ
タ

ー
会
議
へ
の
参
加
希
望
を
記
入

し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

平
成
17
年
２
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
の
表
面
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
用
紙
に「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
９
８
０
│

８
７
９
５

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
│

２
│

23

東
北
総
合
通
信
局
電
気
通
信
業
務
課

℡
０
２
２
│

２
２
１
│

０
６
２
８

�
０
２
２
│

２
２
１
│

０
６
１
３

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

・
臨
時
保
育
士
兼
調
理
員
　
２
人

（
保
育
士
の
免
許
を
有
す
る
者)

・
臨
時
運
転
手
兼
用
務
員
　
１
人

(

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
者)

●
雇
用
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
（
６
か
月
を
超
え

な
い
範
囲
で
更
新
あ
り
）

●
賃
　
　
金

日
額
５
、
３
０
０
円

(

通
勤
手
当
・
雇
用
保
険
・
社

会
保
険
あ
り)

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

申
し
込
み
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

平
成
17
年
２
月
１
日（
火
）か
ら

平
成
17
年
２
月
17
日（
木
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

倉
石
保
育
所
備
え
付
け
の
履
歴

書
に
保
育
士
免
許
証
ま
た
は
普

通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

を
添
付
し
て
、
倉
石
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

倉
石
保
育
所

℡
77
│

３
１
３
９

町
で
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
地
震
の

被
災
者
へ
の
救
援
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

平
成
17
年
２
月
28
日（
月
）ま
で

●
受
付
場
所

役
場
、
役
場
川
内
支
所
・
浅
田

支
所
・
倉
石
支
所
、
町
立
公
民

館
、
総
合
病
院

※
救
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通

し
て
被
災
者
へ
送
金
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
衛
生
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
２
７
４

●
日
　
　
時

平
成
17
年
２
月
９
日(

水)

午
後
１
時
15
分
か
ら
４
時

●
場
　
　
所

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン

ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
公
共
職
業
安
定
所

℡
22
│

８
６
０
９

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

学
校
臨
時
技
能
主
事
　
　
３
人

（
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
身
体

健
康
な
者
で
、
五
戸
町
在
住
者

に
限
る
）

●
雇
用
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
（
６
か
月
を
超
え

な
い
範
囲
で
更
新
あ
り
）

●
賃
　
　
金

日
額
５
、
３
０
０
円

（
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
あ
り
）

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

申
し
込
み
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

平
成
17
年
２
月
２
日（
水
）か
ら

平
成
17
年
２
月
18
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

教
育
委
員
会
学
務
課
備
え
付
け

の
履
歴
書
を
学
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
務
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
５
１
１



2月の 
献 　 血 
2月の 
献 　 血 

健康なあなたと
私にできること

■17日（木）
９：30～10：30 五戸電子工業㈱
11：00～13：00 南部バス㈱
14：30～16：00 大蔵工業㈱

2月の 
行事予定 
2月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

2月の 
相 　 談 
2月の 
相 　 談 相談は無料です

■ 8 日（火）救急法講習会
8 ：45受付 スポーツ交流センター

■26日（土）スプリングコンサート
13：00開場　町立公民館

■土曜セミナー
5 日（土） 「宮沢賢治入門」
19日（土） 13：30～　町図書館
19日（土） 「枕草子」１日講座

10：30～　町図書館
■12日（土）・26日（土）

読み聞かせ講習会
13：00～　町図書館

■16日（水）・18日（金）・20日（日）
五戸町スキー教室

■ 8日（火）人権特設相談
13：30～16：00 社会福祉センター

■10日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■11日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■13日（日）行政相談
13：00～17：00 倉石温泉

■21日（月）行政相談
10：00～15：00 倉石コミュニティセンター

■24日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■健康相談
3日（木） 13：00～15：00
17日（木） 町立公民館児童室

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
8日（火） 10：00～15：00
28日（月） 八戸市市民相談室

�

○申請区分 学校給食用物資納入業者

○有効年度 平成17年度

○受付期間 平成17年２月１日（火）から
平成17年２月28日（月）まで

○申し込み方法 五戸町立学校給食センター備え付けの提出書
類に必要事項を記入のうえ、持参または郵送
してください。

○問い合わせ・申し込み先
〒039－1532 五戸町字観音堂２８－１

五戸町立学校給食センター
℡６２－２２１６

○申請区分 建設工事、測量・建設コンサルタントなど

○有効年度 平成17・18年度

○受付期間 平成17年２月１日（火）から
平成17年２月28日（月）まで

○提出書類 統一様式または組合指定様式
※提出要領は下記へ問い合わせください。

○問い合わせ・申し込み先
十和田地域広域事務組合総務課
℡０１７６－２０－８１００

○申請区分および提出書類
・建設工事、測量・建設コンサルタントなど
中央公契連統一様式（通称「国土交通省統一様式」）ほか
・物品など（製造・売買・修繕・印刷・委託・賃貸借など）
組合指定様式ほか

○有効年度 平成17年度

○受付期間 平成17年２月１日（火）から
平成17年２月28日（月）まで

○問い合わせ・申し込み先
十和田地区環境整備事務組合事務局
℡０１７６－５５－２１７８



�

区　　　　　分 
提　出　書　類 

①一般競争（指名競争） 
参加資格審査申請書 

②経営事項審査結果通知書（写） 
総合評定値Ｐ記載のもの 

③営業所等一覧 
④工事経歴書（直前２ヶ年分） 
⑤使用印鑑届 
印鑑証明（写）委任状等とも 

⑥納税証明書（最近１ヶ年の法人税・ 
　消費税及び地方消費税等の写） 

⑦技術職員調書及び技術職員名簿 

⑧営業用機械器具一覧表 

建 設 工 事 
町 内 業 者 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

○ 

○ 
（青森県様式、免許写添付） 

○ 

町外・県内業者 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

○ 

○ 
（青森県様式） 

県 外 業 者 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 

○ 

○ 

青森県の統一様式 
（国土交通省の統一様式も可） 

国土交通省 
の統一様式 

・Ａ４ファイル（色指定無し）に番号順で製本し、表紙と背表紙にはタイトルと社名を記入 
・年度途中の変更事項は速やかに届出すること 

区　　　　　分 
提　出　書　類 

①一般競争（指名競争） 
参加資格審査申請書 

②登録等の証明書（写） 
③営業所等一覧 
④測量等実績調書（直前２ヶ年分） 

⑤技術者経歴書 

⑥登記簿謄本 
身分証明書等の写し添付 

⑦使用印鑑届 
印鑑証明（写）委任状等とも 

⑧納税証明書（最近１ヶ年の法人税・ 
　消費税及び地方消費税等の写） 

測量・建設コンサルタントなど 
町 内 業 者  

○ 

○ 
○ 
○ 
○ 

（免許写添付） 

○ 

○ 

○ 

町 外 業 者  

○ 

○ 
○ 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

・国土交通省の統一様式によること 
（国土交通省様式以外の場合、経営規模総括票を添付） 
（現況報告書により⑤⑥省略も可） 

・Ａ４ファイル（色指定無し）に番号順で製本し、表紙と背表紙にはタイトルと社名を記入 
・年度途中の変更事項は速やかに届出すること 

五戸町一般競争（指名競争）参加資格審査申請受付 
 
○申 請 区 分　平成１７・１８年度において五戸町の発注する建設工事請負、測量・建設コンサルタン

トなどの業務の競争入札に参加を希望する者（役務、物品、製造については登録制度を
とっていませんので、提出された申請書は参考資料として受理します） 

○有 効 期 間　町内の業者（１年間）　平成１７年６月１日から平成１８年５月３１日まで 
　　　　　　　　町外の業者（２年間）　平成１７年６月１日から平成１９年５月３１日まで 

○受 付 期 間　平成１７年２月１日（火）から平成１７年２月２８日（月）まで（土、日、祝日を除く） 

○提 出 書 類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○申し込み方法　持参または郵送のこと（受付・受理票が必要な業者は、はがきにて受理票を作成するか、

返信用封筒を作成し同封してください） 

○問い合わせ・申し込み先 
〒039－1513　青森県三戸郡五戸町字古舘２１番地１ 
　　　　　　  五戸町役場　財政課契約管財班　℡６２－２１１１（内線２２５） 
※要領は、ホームページ（www.town.gonohe.aomori.jp）にも掲載しています。 



催
さ
れ
た
放
楽
相
撲
に
お
い
て
川

内
チ
ー
ム
は
橘
四
郎
（
大
峰
嶽
）、

若
林
徳
次
郎
、
中
里
至
克
、
川
崎

定
男
、
川
崎
勇
が
出
場
。
あ
と
一

回
勝
て
ば
優
勝
旗
が
も
ら
え
る
と

い
う
場
面
で
、
勧
進
元
は
優
勝
を

阻
止
す
る
た
め
大
学
相
撲
を
呼
ん

だ
ら
し
い
。
三
農
の
先
輩
、
そ
れ

に
大
学
四
年
の
中
ノ
渡
、
織
笠
、

今
川
、
米
沼
、
成
田
の
五
人
。
県

大
会
メ
ン
バ
ー
の
相
撲
取
り
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
一
回
目
は
二
対
三

で
惜
敗
。
と
こ
ろ
が
敗
者
復
活
戦

で
大
学
生
と
対
戦
、
三
対
二
と
逆

四し

股こ

名な

を
呼
び
、
観
衆
を
と
ろ
り

と
さ
せ
た
。
昭
和
六
十
年
、
七
十

八
歳
で
他
界
。共
同
墓
地
に
眠
る
。

草
相
撲
を
取
る
人
が
減
っ
て
く

る
と
、
人
々
は
豆
力
士
へ
夢
を
託

す
よ
う
に
な
っ
た
。
上
市
川
小
学

校
百
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
相
撲
道
場
建
設
協
議
会
を
組

織
。
道
場
の
敷
地
や
柱
立
て
、
屋

根
造
り
な
ど
の
奉
仕
が
あ
っ
て
昭

和
四
十
一
年
九
月
十
五
日
落
成
。

落
成
式
で
は
子
供
会
対
抗
な
ど
の

相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
多
数
の
見

物
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
毎
年
夏
休
み
に
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
童
の
相

撲
大
会
は
、
三
十
年
以
上
経
っ
た

今
で
も
続
い
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

昭
和
二
十
七
、
八
年
ご
ろ
、
川

内
相
撲
愛
好
会
と
田
子
の
相
撲
協

会
と
の
親
交
は
ま
す
ま
す
深
め
ら

れ
て
い
た
。
お
互
い
に
尊
敬
し
あ

い
、
十
回
以
上
も
行
き
来
し
て
い

る
。
川
内
チ
ー
ム
の
監
督
中
里
三

太
郎
の
生
誕
地
が
田
子
で
あ
っ
た

た
め
親
交
が
深
か
っ
た
ら
し
い
、

と
語
っ
た
人
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
川
内
チ
ー
ム
は
軽

米
、
北
福
岡
、
浄
法
寺
、
好
摩
、

花
輪
、
大
湯
、
三
戸
郡
下
を
二
か

月
か
け
て
遠
征
し
た
。
あ
る
所
で

は
「
川
内
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
の

で
あ
れ
ば
参
加
し
な
い
」
と
言
っ

て
、
一
回
も
取
り
組
み
に
入
ら
な

い
ま
ま
引
き
揚
げ
た
チ
ー
ム
も
あ

っ
た
。

川
崎
定
男
は
昭
和
二
十
五
年
度

に
三
本
木
農
業
高
校
を
卒
業
。
そ

の
あ
と
帰
宅
し
て
後
輩
の
指
導
の

た
め
北
市
川
の
大
峰
嶽
神
社
で
練

習
し
た
こ
と
も
あ
る
。

昭
和
二
十
九
年
、
百
石
祭
で
開

転
し
、
優
勝
旗
を
頂
戴
し
て
意
気

揚
々
と
帰
っ
て
き
た
。

昭
和
三
十
年
、
川
内
中
学
校
で

開
か
れ
た
郡
青
年
大
会
で
は
団
体

の
部
で
優
勝
。
個
人
の
部
で
は
川

崎
勇
、
橘
四
郎
、
川
崎
定
男
の
三

人
が
入
賞
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
の
五
戸
三
社
大

祭
中
日
に
五
戸
産
馬
組
合
で
開
か

れ
た
大
会
で
も
団
体
優
勝
。
個
人

で
は
大
峰
嶽
が
五
人
抜
き
、
若
勇

が
三
人
抜
き
を
達
成
。
ほ
か
松
山

岩
蔵
、
若
林
栄
蔵
、
若
林
喜
一
、

佐
々
木
源
太
郎
ら
が
活
躍
し
た
。

行
司
の
お
師
匠
さ
ん
と
い
え
ば

歌
や
太
鼓
で
五
戸
地
方
の
ぴ
か
一

と
い
わ
れ
る
栗
山
佐
太
郎
。
三
十

歳
か
ら
七
十
三
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
の
四
十
三
年
間
を
上
市
川
で
過

ご
し
た
。
八
戸
に
三
次
と
い
う
名

行
司
が
あ
っ
た
が
、
栗
山
の
方
が

上
手
だ
っ
た
と
評
す
る
人
も
い

る
。
栗
山
の
一
番
弟
子
は
上
市
川

小
学
校
前
に
住
ん
で
い
た
中
崎
仁

太
郎
。
川
内
の
各
神
社
の
例
祭
と

い
え
ば
奉
納
相
撲
が
つ
き
も
の

で
、
大
正
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
栗

山
が
、
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け

て
中
崎
が
そ
の
行
司
を
務
め
た
。

一
方
、
呼
び
出
し
と
い
え
ば
下

区
の
佐
々
木
金
一
郎
。
名
調
子
で

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１０,３４４人（－20）

女　１１,０５４人（－17）

総人口２１,３９８人（－37）

世帯数１６,８８３世帯（－２）

平成17年１月１日現在

Ｎｏ.120

�この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

豆力士に夢を託して…　上市川小学校にできた相撲場

■
新
潟
県
中
越
地
震
義
援
金

町
で
受
付
し
た
皆
様
か

ら
の
義
援
金
、
総
額
２
４

４
、
４
８
７
円
を
日
本
赤
十

字
社
新
潟
県
支
部
に
送
金

し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
図
書
購
入
資
金
と
し
て

五
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
三
浦
國
靖
会
長
）
か
ら

８
６
、
２
５
０
円

昭和63年の子供会対抗相撲大会で優勝した石呑チーム




